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令和２年１０月 30 日（金） 

13：15～17：00 

 

舞岡ふるさと村虹の家 

桜の丘をはぐくむ会 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

第 20 回 調査部会 

当日資料 
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『横浜農場』とは、 
食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、 
横浜らしい農業全体を農場として見立てた言葉です。 

 
 

お願いと注意事項 

・体調管理に気を付けて下さい。 
もし体調の不良を感じたときは、職員にお声がけください。 
 

・現地で歩道なども歩きます。 
道路を横断するときなどは、車にご注意ください。 
 

・広報に使用するため写真撮影を行います。 
広報で使用させていただくこともあります。 
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本日のテーマと見学先 

 

集合  戸塚駅西口デッキ    13 時 15分 

（バス移動） 

見学先その１   13 時 40分～ 

●森と農を市民につなげ、親しむ取組 

→ 舞岡ふるさと村  虹の家   ３ページ 

（バス移動） 

見学先その２（車窓より） 14 時 50分～ 

●街路樹による良好な景観の創出・育成 

→ 環状２号線（上永谷地区）       ４ページ 

（バス移動） 

見学先その３   15 時 10分～ 

●市民と連携した緑のまちづくり 

→ 桜の丘をはぐくむ会        ５ページ 

（バス移動） 

解散  戸塚駅（東戸塚駅 経由）    17 時 00分 
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横浜みどりアップ計画の体系  
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森と農を市民につなげ、親しむ取組 

舞岡ふるさと村  虹の家    

  

 
 

 
● 横浜ふるさと村 

良好な田園景観を残している農業地域の農地や樹林を将来にわたって保全するととも
に、農業の振興を図ることを目的として設置しています。市独自の制度で、寺家ふるさと
村（青葉区）と舞岡ふるさと村があります。市民と農を結ぶ拠点として、それぞれに総合
案内所があり、自然、農業、農村文化などにふれあい、親しめる場となっています。 

● 舞岡ふるさと村 虹の家 

「舞岡ふるさと村」の総合案内所「虹の家」は、ふるさと村の自然や農業、農村文化を
紹介する展示コーナーのほか、講習会や料理教室のできる研修室・料理実習室もあり、貸
し出しも行われています。 
森に関する情報発信では、市内に５館ある森のウェルカムセンターのひとつにも位置

付けられ、子どもから大人まで幅広い市民が訪れ、学び、楽しむことのできるよう、森を
楽しく安全に散策するための情報や、生き物情報の発信、自然観察会などの講座の開催
を行っています。 
農に関しては、舞岡ふるさと村全体をとりまとめる「舞岡ふるさと村推進協議会」（農

業者組織）が、季節ごとに直売まつりや収穫体験など市民が農を楽しむ取組を実施して
いますが、これらの広報や受付などを行うなどの支援を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見学先 
その１ 

見学先① 舞岡ふるさと村虹の家 

戸塚駅 
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まちなかでの緑の創出・育成 

街路樹による良好な景観の創出・育成（環状２号線） 

  

  
 
 

 
 
● 街路樹の良好な維持管理（旧称：いきいき街路樹事業） 

今までの「街路樹管理事業」予算の中では、複数年に一度しか、高木のせん定を行
う事ができない状況でした。このため、強いせん定をせざるを得ない事が多く、その
結果、見苦しい樹形と景観になるだけでなく、太く育った枝を切るため樹木が傷つい
て弱ってしまうことがありました。 
この事業では、区ごとに選定した路線について、きめ細やかな管理を計画的に行う

ことで、樹形をととのえ、美しい並木と街並みをつくり出します。 
 
 

 

見学先 
その２ 

見学先② 街路樹（環状 2号
線） 

上永谷駅 
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街路樹管理計画書 

経 年 管 理 記 録 票 



  

６ 
  

市民と連携した緑のまちづくり 

桜の丘をはぐくむ会（戸塚区前田町）  

  

     

 

 

● 地域緑のまちづくり 
地域緑のまちづくりとは、地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街、工場地

帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創出する計画をつくり、市民との協働により
緑化を進めるものです。 

● 桜の丘をはぐくむ会 計画概要（平成29～令和元年度） 
桜の景観ゾーン、緑の回廊ゾーン、緑の交流ゾーンの異なる３つのゾーンがあり、そ

れぞれの特性に応じた緑化を進め、地域住民が四季を通じて楽しめる地域のシンボルと
なる丘を創ります。 

1.桜の景観ゾーンは、丘の東斜面で、東戸塚駅への道と JR線が並走し、通行人・乗客
が緑を楽しめる区画です。元 JR所有地や堂屋敷公園の雑草・雑木を除去して、サクラ並
木を蘇らせ、アジサイなど花の咲く中低木の新植を行い、地域の桜の名所としての完成
度を高めます。 

2.緑の回廊ゾーンは、は、丘の北側の平地で、地下水位の高い土地でもよく生育する
ムクゲなど花木類による、地域のモデルとなる緑の回廊創りを目標に、前田町町内会と
ともに緑を増やします。 

3.緑の交流ゾーンは、丘の南斜面で、歩道が貫通する里山的雰囲気の漂う森です。日
照を改善し、未利用地に緑化植物の苗畑やスイセンなどの花畑を造り、野鳥や昆虫類が
好む樹種などを植え、緑を通じた、子どもと高齢者、マンション住民と地域住民の交流
の場を作ります。 

見学先 
その３ 

見学先③ 桜の丘をはぐくむ会 

東戸塚駅 
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計 画 対 象 範 囲 

地域緑化計画書（抜粋） 


